
二月五 日、妙乗寺、節分星祭 りには 大勢の檀信徒の 三
みなさんにお詣 りいただき,又 当日参詣出来ない方々 i

にも、多くのご祈願の申込をいただき、盛大な法要と |
‐なりました。                i
詳 しくは、一面の ドキュメン トで報告 します。重ね重 :

ね、皆様に御礼申し上げます。           i

最
近
、
パ
ソ

コ
ン
の
普
及
に
よ

つ
て
、

旧
漢
字

が
復
活
し
て
、
名

の
表
記
に
は
気
を
遣
う
場
面
が

を

お

か
け

い
た

し
ま

し
た
。

増
え

て

い
ま
す
。
特

に
星
祭

り

の

御
札
や

法
事

の
塔
婆

な
ど
、

以
前

は
普

通

に
書

い
て

い
た
文
字

に
気

を
遣

い
ま
す
。

例
え
ば
、

辺

（邊
、
邊
Ｙ

高

（高
）

崎

（
書
、
碕

、
埼
、
崎

）
・

斉

（斎
、
齋
、
齊
Ｙ

広

（廣
）

国
の
国
、
蔵

（職
Ｙ

厳

（巌
、

農
、
厳
Ｙ

鉄

（鐵
）

等

々
、
他

に
も
名
前
ま

で
入
れ

る

と
数
え

き
れ
ま

せ
ん
。

名
字

名
前

は

こ
の
組

み
合

わ

せ

で
、
無

数

の

数

に
な

り
ま
す
。

ま
る

で
パ
ズ

ル

か
ク
イ
ズ

の
よ
う
で
す
。

も

し
、
宛

名
や

御
札

に
字

の
違

い

が
あ

る
時

に
は
遠
慮
無

く

お
知

ら

せ
く
だ
さ

い
。

当
山
、
妙
乗
寺
、
星
祭
り
で
は
、

お
渡

し

い
た
だ

い
た
名
簿

の
お
条

前
や

年
齢

等
、

注
意

を
払

っ
て
御

札

に
書

き

入
れ
を

し
て
お
り
ま
す

が
、
字

の
読

み
違
え
、
思

い
込

み

に
よ

つ
て
、

間
違

い
の
あ

っ
た
．み

な

さ

ん

に

は

不

快

な

お

気

持

ち

を

さ

せ

て

誠

に

ご

迷

惑

昨
年
末
、
十
二
月
半
ば
、
寝
室

で

も
ち

を

つ
き
、

そ
れ
が
原
因

で
歩

行

困
難

と
な

り
ま

し
た
。
大
事

を

取

つ
て
、

年
末

か
ら
、
新

小
倉

病

院

に
入
院
、
検
査

の
結

果
、
神
経

痛

と
解

り
、

（
大
事

に
至
．ら
ず

、

ホ

ッ
と

し
ま

し
た
）

入
院
中
、

流

感

に
罹
り
、
退
院

が
伸

び
ま

し
た

が
、

そ

の
間
、
本

人

は
リ

ハ
ビ
リ

に
努
力

を
重
ね
、

お
寺

で
は
庫

裏

の
バ
リ

ア

フ
リ
ー
化
を

し
て
、

二

月

二
十

日
、

元
気

に
復
活
、

退
院

し
ま
し
た
。

そ
あ

後
、
週
三
回
の
デ
イ
ケ
ア
、

デ

イ
サ

ー

ビ

ス
に
通

い
、
更
な

る

自

立
歩

行

に

日

々
、

リ

ハ
ビ
リ
を

し

て

い
ま
す
。
ご

心
配
を
お

か
け

し
ま

し
た
が
、

こ

の
場

で
お
礼

を

申
し
上
げ
ま
す
。
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化

0

ヽ
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辺
と
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と
邊

・


